
埼
玉
県
児
玉
郡
上
里
町
の
「
昔
が
え
り

の
会
」
代
表
取
締
役
社
長
金
井
明
氏
は
、

自
身
の
圃
場
に
２
ha
の
茶
豆
系
品
種
の
エ

ダ
マ
メ
を
栽
培
し
て
い
る
。
経
営
方
針
の

柱
は
圃
場
の
拡
大
と
収
穫
・
調
製
作
業
の

省
略
。「
生
産
者
は
圃
場
に
あ
る
べ
き
」

と
の
考
え
に
基
づ
い
て
い
る
。
７
月
10
に

収
穫
が
始
ま
っ
た
が
、
朝
５
時
か
ら
作
業

の
先
頭
に
立
つ
金
井
氏
の
姿
は
、
そ
の
言

葉
を
裏
打
ち
し
て
い
る
。

82農業経営者 2004年 8月号

収
穫
体
系
に
お
け
る
効
率
と
工
程
省
略
は
、
生
産
者
が
常
に
向
き
合
う
べ
き
課
題
だ
。
こ
れ
に
対
す
る

取
り
組
み
と
し
て
、
埼
玉
の
「
昔
が
え
り
の
会
」
は
卸
先
と
の
連
携
に
よ
る
分
業
を
、
新
潟
の
「
カ
タ
ク
リ

枝
豆
組
合
」
は
新
し
い
機
械
の
導
入
を
進
め
て
い
る
。
こ
の
2
つ
の
ケ
ー
ス
を
比
較
検
討
す
る
こ
と
は
エ

ダ
マ
メ
の
収
穫
の
み
な
ら
ず
、
新
し
い
収
穫
体
系
を
構
築
す
る
手
が
か
り
に
な
る
は
ず
だ
。

新
し
い
エ
ダ
マ
メ

収
穫
体
系
に
学
ぶ

分
業
・
機
械
化
で
価
値
を
高
め
る

新
潟
県
刈
羽
郡
西
山
町
の
「
カ
タ
ク
リ

枝
豆
組
合
」
に
所
属
す
る
徳
永
農
園
代
表

徳
永
逸
雄
氏
は
収
穫
機
が
あ
る
こ
と
が
前

提
で
エ
ダ
マ
メ
（
茶
豆
）
の
栽
培
を
始
め

た
。
組
合
の
栽
培
面
積
は
６
ha
。
組
合
員

の
ひ
と
り
が
今
年
病
気
で
生
産
に
参
加
で

き
な
く
な
っ
た
こ
と
で
、
徳
永
氏
は
そ
の

う
ち
半
分
の
３
ha
を
受
け
持
っ
た
。

機
械
は
Ｊ
Ａ
柏
崎
の
所
有
で
組
合
と
し

て
レ
ン
タ
ル
料
を
払
い
使
用
し
て
い
る
。

袋
詰
め
を
省
略
、
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
で
出
荷

収
穫
、
脱
莢
を
同
時
に
こ
な
す
「
え
だ
ま
め
ハ
ー
ベ
ス
タ
」



83 農業経営者 2004年 8月号

分業・機械化で価値を高める 

収穫イノベーション 
新しいエダマメ収穫体系に学ぶ 

「
関
東
地
区
昔
が
え
り
の
会
」
で
作
戦

参
謀
的
役
割
を
果
た
す
小
暮
郁
夫
専
務

も
、
農
地
価
格
が
下
が
っ
て
い
る
現
状
を

考
慮
し
、
今
は
「
連
作
障
害
の
不
安
を
抱

え
な
が
ら
狭
い
場
所
で
回
転
を
上
げ
る
」

時
代
で
は
な
く
、
規
模
を
拡
大
し
「
大
量

生
産
に
よ
る
コ
ス
ト
競
争
が
で
き
る
体
制

を
作
る
」
時
だ
と
話
す
。

狭
い
圃
場
で
、
ぎ
り
ぎ
り
利
益
が
出
る

単
価
を
設
定
す
る
よ
う
な
経
営
で
は
リ
ス

ク
が
高
す
ぎ
る
。

広
い
圃
場
が
あ
れ
ば
増
収
が
望
め
る
だ

け
で
な
く
、
土
地
を
休
め
さ
せ
、
輪
作
で

土
地
を
回
転
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
、
収
量

を
安
定
さ
せ
ら
れ
る
。

「
求
め
る
の
は
高
い
労
働
生
産
性
と
安

定
性
で
す
。
年
一
作
な
ら
一
作
で
も
、
あ

る
程
度
の
収
入
が
保
証
さ
れ
る
余
裕
を
持

つ
こ
と
が
大
切
」
だ
と
小
暮
氏
は
話
す
。

さ
ら
に
「
小
袋
詰
め
な
ど
に
よ
っ
て
価
格

を
上
げ
る
こ
と
に
は
限
界
が
あ
る
。
そ
れ

で
は
、
将
来
に
つ
な
が
る
利
益
を
あ
げ
ら

れ
な
い
。
農
家
本
来
の
仕
事
は
土
地
で
作

物
を
作
る
こ
と
だ
」
と
付
け
加
え
る
。

こ
れ
を
実
現
す
る
に
は
、
農
家
に
し
か

で
き
な
い
仕
事
を
明
確
に
し
、
そ
れ
以
外

の
作
業
に
人
手
や
時
間
が
奪
わ
れ
な
い
作

業
環
境
を
整
え
ね
ば
な
ら
な
い
。

「
関
東
地
区
昔
が
え
り
の
会
」
で
は
卸

先
か
ら
の
提
案
も
あ
り
、
最
後
の
調
製
作

業
と
な
る
小
袋
詰
め
を
手
放
し
た
。
エ
ダ

マ
メ
を
5
k
g
単
位
で
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル

に
梱
包
し
、
予
冷
を
か
け
て
出
荷
す
る
。

作
業
を
省
略
す
る
か
ら
と
い
っ
て
「
売

り
場
」
を
無
視
す
る
わ
け
で
は
な
い
。

小
暮
氏
は
「
一
見
荒
っ
ぽ
く
見
え
る
が
、

生
産
者
の
写
真
が
印
刷
さ
れ
た
ビ
ニ
ー
ル

袋
と
沖
縄
県
産
の
特
製
塩
を
エ
ダ
マ
メ
の

入
っ
た
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
に
同
封
」
し
、

「『
昔
が
え
り
の
会
』
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
と

し
て
の
付
加
価
値
を
付
け
、
フ
ォ
ロ
ー
し

た
」
と
話
す
。

小
袋
詰
め
は
ス
ー
パ
ー
等
で
行
わ
れ

る
。
こ
れ
は
、
生
産
者
と
マ
ー
ケ
ッ
ト
サ

イ
ド
間
の
調
整
作
業
の
分
業
と
言
え
る
。

こ
れ
は
ま
だ
、
収
穫
・
調
製
作
業
の
一

部
の
連
携
に
過
ぎ
な
い
。

し
か
し
今
後
生
産
者
で
な
い
第
三
者

（
流
通
業
者
、
加
工
業
者
、
外
食
産
業
な

ど
）
が
積
極
的
に
収
穫
・
調
製
を
分
担
す

る
動
き
が
見
ら
れ
れ
ば
、
生
産
者
は
よ
り

圃
場
に
集
中
で
き
、
大
量
生
産
、
安
定
供

給
で
き
る
環
境
が
生
ま
れ
る
は
ず
だ
。

㈱
ミ
ツ
ワ
が
製
造
し
て
い
る
こ
の
「
え

だ
ま
め
ハ
ー
ベ
ス
タ
」
は
、
立
毛
状
態

（
茎
葉
が
残
る
状
態
）
の
ま
ま
、
枝
か
ら

莢
だ
け
を
摘
み
取
る
よ
う
に
し
て
収
穫
す

る
タ
イ
プ
の
収
穫
機
で
あ
る
。

エ
ダ
マ
メ
の
収
穫
は
1
年
で
最
も
暑
い

時
期
に
行
わ
れ
る
。
徳
永
氏
は
「
私
の
農

園
は
法
人
化
し
て
い
る
た
め
、
従
業
員
の

労
働
時
間
に
制
約
が
あ
り
、
夜
中
の
1
時

2
時
か
ら
働
か
せ
る
わ
け
に
は
い
か
な

い
」
と
話
す
が
、
で
は
「
炎
天
下
の
日
中

に
手
作
業
で
長
時
間
作
業
す
る
と
い
う
の

で
は
、
非
効
率
的
で
あ
り
鮮
度
に
も
影
響

す
る
」
と
、
エ
ダ
マ
メ
の
栽
培
に
二
の
足

を
踏
ん
で
い
た
理
由
を
あ
げ
る
。

こ
の
機
械
を
使
え
ば
最
低
3
、
4
人
と

見
積
も
る
作
業
人
員
も
、
収
穫
機
の
操
作

に
ひ
と
り
、
運
搬
に
ひ
と
り
の
2
名
で
足

り
る
。

圃
場
で
脱
莢
す
る
た
め
、
す
ぐ
に
農
協

下
山
田
倉
庫
に
あ
る
作
業
場
に
運
搬
で

き
、
夏
の
日
差
し
に
長
時
間
さ
ら
す
こ
と

も
な
い
。
こ
ま
め
に
運
搬
を
繰
り
返
せ
ば

1
日
中
圃
場
の
収
穫
作
業
に
専
念
で
き

る
。
徳
永
氏
は
午
前
8
時
か
ら
夕
方
ま
で

の
作
業
で
「
10
a
か
ら
多
い
時
で
20
a
」

の
収
穫
を
行
っ
て
い
る
」
と
の
こ
と
だ
。

こ
の
機
械
に
デ
メ
リ
ッ
ト
が
な
い
か
と

い
う
と
そ
う
で
は
な
い
。
早
生
品
種
に
特

に
言
え
る
こ
と
だ
が
、
莢
が
地
面
に
近
い

位
置
に
付
い
て
い
る
場
合
、
ロ
ス
は
覚
悟

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

徳
永
氏
に
よ
る
と
、
多
い
時
で
「
20
％

を
超
え
る
ロ
ス
が
出
る
」。

こ
れ
は
「
1
0
0
キ
ロ
を
超
え
る
収
穫

で
、
数
万
円
の
損
失
」
と
い
う
計
算
に
な

る
。
し
か
し
「
効
率
を
考
え
れ
ば
機
械
を

使
う
価
値
は
十
分
あ
る
」
と
徳
永
氏
は
付

け
加
え
る
。

徳
永
氏
は
、
自
身
の
圃
場
が
ま
だ
見
直

す
べ
き
点
が
あ
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
。

具
体
的
に
は
「
重
粘
土
質
の
圃
場
の
た

め
排
水
を
改
善
」
し
、「
株
間
（
現
在
18

㎝
。
品
種
に
よ
っ
て
若
干
の
差
あ
り
）
と

畝
間
（
現
在
95
㎝
）
を
縮
め
る
」
計
画
だ
。

こ
れ
に
よ
り
、
収
量
を
上
げ
ロ
ス
を
カ
バ

ー
す
る
。
ま
た
、
現
在
い
く
つ
か
の
品
種

を
試
し
て
お
り
、
最
も
ロ
ス
が
少
な
い
生

産
計
画
を
模
索
中
だ
。

こ
の
事
例
は
、「
え
だ
ま
め
ハ
ー
ベ
ス

タ
」
が
収
穫
・
調
製
の
体
系
は
変
え
、
生

産
者
を
動
か
す
力
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を

示
し
て
い
る
。



エダマメ3ha（2004年）の他、
米、ミディートマト、スイー
トコーン、そばを栽培。冬は
オータムポエムを栽培。（カ
タクリ枝豆組合）所属。

〒949-4205
新潟県刈羽郡西山町浜忠2988
TEL: 0257-47-3178
http://www11.plala.or.jp/tokunaga-f/

カタクリ枝豆組合
(有)徳永農園
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エダマメと、ブロッコリー合
わせて4haを栽培。1年を通じ
1,100坪のハウスでミズナを
栽培。「関東地区昔がえりの会」
代表取締役社長。

〒369-0307
埼玉県児玉郡上里町嘉美479
TEL: 0495-33-7508
http://www.ksky.ne.jp/̃kanaikun/

2ha

13㎝（早生10㎝） 

70㎝（早生60㎝） 

播種（直播） 移植 収穫 

夏の調べ 極早生 4月14日 7月10日 

夏の夕 早生 4月15日 7月4日 

夏の声 中手 4月16日 7月13日 

収穫 5：00～6：30

調製 7：00～8：00　9：00～13：00

平均6名～８名 

7a・500㎏ 

15：00～ 

1,000円／㎏ 

作業予定 

栽培面積 

株間 

畝間 

収穫計画 

収穫面積・量／日 

出荷時間 

作業人数 

出荷単価 

CASE

01収穫 
振動式 
ネギ掘取機 

 

軽トラを圃場に乗り入れ積み込み、運搬 
自宅にある選別機のすぐ隣に横付け 

▼ 

▼ 

出荷 

脱莢機 
莢取り 

選別機 
虫食い、色の悪い枝豆は人の目で選別 

洗浄 

出荷用発泡スチロールに梱包 

家庭用洗濯機で 

1箱5キロ詰 

予冷 
単価主義に陥らず生産と最小限の調整に専念 
余力を規模拡大に向け競争力を高める 

早
朝
収
穫 

日
中
選
別 

当
日
出
荷 

昔がえりの会生産者名前入り 
ビニール袋＆特製塩を付けて 

収穫 
えだまめハーベスタ 
JAからレンタル 

引き抜き、脱莢作業を省く 
圃場作業は1～2名 

コンテナで積み込み 
協同の作業所へ搬入 

搬入後手離れ 
JA建物内の共同作業所で 
組合エダマメ一括調製 
収穫と調整が分業される 

▼ 

出荷 

選別機 
虫食い、色の悪い枝豆は人の目で選別 

洗浄機 
全自動えだまめ洗浄機 

1回10㎏1時間120㎏効率洗浄 

自動計量袋詰め機 

予冷 

終
日
収
穫 

終
日
選
別 

当
日
出
荷 

生産データ

株間 

畝間 

播種（直播） 移植 収穫 

大雪みどり、夏の声 早生 4月23日 7月10日 

新潟茶豆 中手 5月3日 7月25日 

だだちゃ5号 晩生 6月1日（直播） 9月上旬 

収穫 

調製 

収穫計画 

マルチ 

出荷単価 

作業人数 

3ha

18㎝ 

95㎝ 

900～1,000円／㎏ 

収穫面積・量／日 

栽培面積 

出荷 

2名 

8：00～17：00（早出1時間あり） 

10a・200～500㎏ 

基本的に当日 

作業時間 

4月5日 

4月10日 

CASE

02

生産データ

関東地区昔がえりの会
フレッシュファーム金井

写真左端。息子夫婦も作業に加わっている

「昔がえりの会」ブランドのエダマメ

新潟茶豆はマルチがけが標準体系

徳永氏の他、年間を通じての従業員は1名
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分業・機械化で価値を高める 

収穫イノベーション 
新しいエダマメ収穫体系に学ぶ 

ま
ず
は
写
真
①
に
あ
る
よ
う
に
、
ト
ラ

ク
タ
走
行
用
の
枕
地
を
確
保
す
る
た
め
、

3
、
4
条
の
エ
ダ
マ
メ
を
手
で
収
穫
す
る
。

写
真
②
は
、
収
穫
し
た
エ
ダ
マ
メ
を
結

束
し
、
運
搬
し
や
す
い
よ
う
に
準
備
し
た

状
態
。

さ
っ
そ
く
ト
ラ
ク
タ
を
圃
場
に
入
れ
る

（
写
真
③
）。
ト
ラ
ク
タ
は
ク
ボ
タ
の
M
6

9
5
0
D
T
を
使
用
し
て
お
り
、
広
洋
エ

ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
の
振
動
ネ
ギ
掘
取
機

（
M
S
O-

3
0
0
L
G
）
を
後
部
に
取
り

付
け
て
い
る
（
写
真
④
）。

⑤
の
写
真
を
見
る
と
よ
く
分
か
る
が
、

作
業
機
を
ト
ラ
ク
タ
の
右
側
に
オ
フ
セ
ッ

ト
し
、
フ
ォ
ー
ク
状
の
爪
を
エ
ダ
マ
メ
の

下
に
這
わ
せ
る
。
振
動
し
な
が
ら
掘
り
進

む
た
め
、
根
を
し
っ
か
り
掘
り
上
げ
る
こ

と
が
で
き
、
前
日
雨
が
降
っ
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
土
は
ほ
と
ん
ど
絡
ん
で
い
な
い

（
写
真
⑥
、
砂
壌
土
で
あ
る
こ
と
も
関
係

す
る
）。
ト
ラ
ク
タ
が
停
止
し
、
作
業
が

中
断
さ
れ
る
こ
と
も
な
か
っ
た
。

写真② 写真①

写真② 写真①

写真③

写真④

写真③写真④

写
真
⑤

写真⑤

写
真
⑥

徳
永
氏
の
圃
場
は
マ
ル
チ
を
か
け
て
い

る
が
、「
え
だ
ま
め
ハ
ー
ベ
ス
タ
」
は
そ

の
ま
ま
収
穫
で
き
る
。

写
真
①
の
よ
う
に
、
畝
の
中
心
に
機
械

の
取
込
み
口
が
く
る
よ
う
ハ
ー
ベ
ス
タ
を

誘
導
す
る
。

②
の
写
真
は
機
械
後
部
。
後
部
ハ
ン
ド

ル
で
操
縦
が
で
き
る
他
、
走
行
ク
ラ
ッ
チ
、

サ
イ
ド
ク
ラ
ッ
チ
を
操
作
す
る
こ
と
が
可

能
（
写
真
③
）。

写
真
④
は
取
込
み
口
横
の
カ
バ
ー
を
外

し
た
状
態
。
斜
め
に
配
置
さ
れ
た
、
ら
せ

ん
状
の
ブ
レ
ー
ド
が
下
か
ら
上
へ
と
、
枝

か
ら
莢
を
挟
み
取
っ
て
い
く
。

メ
ー
カ
ー
（
㈱
ミ
ツ
ワ
）
は
設
定
す
る

収
穫
可
能
範
囲
を
、
主
茎
長
25
〜
50
㎝
、

着
莢
位
置
は
10
〜
50
㎝
と
し
て
い
る
が
、

写
真
⑤
に
あ
る
と
お
り
下
着
き
の
莢
が
取

り
残
さ
れ
て
い
た
。

前
述
し
た
と
お
り
、
こ
の
機
械
を
使
う

に
あ
た
っ
て
は
、
あ
る
程
度
の
ロ
ス
を
計

算
に
入
れ
、
丈
の
高
い
品
種
を
設
定
（
メ

ー
カ
ー
側
は
極
早
生
品
種
は
不
可
と
し
て

い
る
）
す
る
必
要
が
あ
る
。
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写
真
⑦
に
あ
る
よ
う
に
、
作
業
者
は
、

ト
ラ
ク
タ
の
通
過
と
同
時
に
エ
ダ
マ
メ
を

引
き
抜
き
に
か
か
る
。
根
は
す
で
に
振
る

わ
れ
て
い
る
た
め
、
ス
ム
ー
ズ
に
作
業
が

進
ん
で
い
た
（
機
械
が
入
っ
て
い
な
い
エ

ダ
マ
メ
の
引
き
抜
き
を
試
み
た
が
、
か
な

り
労
力
の
い
る
作
業
で
あ
り
、
引
き
抜
き

写真⑦写真⑧

M型振動掘取機MSO-300LG
希望小売価格　297,150円（税込み）
適応馬力／～24ps
対象作物／ネギ、エダマメ他、イチゴ、ショウガ等

■（株）広洋エンジニアリング
〒331-0061 埼玉県さいたま市西区西遊馬698-1
TEL：048-622-0002

収
穫
し
た
エ
ダ
マ
メ
を
乗
せ
た
軽
ト
ラ

ッ
ク
は
、
脱
莢
機
の
す
ぐ
隣
に
横
付
け
す

る
（
写
真
①
）。

金
井
氏
が
脱
莢
機
に
枝
ご
と
送
り
込
ん

で
い
る
の
が
写
真
②
。
チ
ェ
ー
ン
が
茎
を

つ
か
ん
で
機
械
内
部
に
運
び
、
2
枚
の
柔

軟
特
殊
素
材
ブ
レ
ー
ド
に
よ
っ
て
、
莢
が

挟
み
取
ら
れ
る
。

後
、
土
を
振
る
う
手
間
も
か
か
る
）。

収
穫
後
、
束
に
ま
と
め
た
エ
ダ
マ
メ
は
、

圃
場
に
乗
り
上
げ
た
軽
ト
ラ
ッ
ク
で
ピ
ッ

ク
ア
ッ
プ
さ
れ
る
（
写
真
⑧
）。
作
業
場

と
の
2
、
3
回
の
往
復
で
朝
の
収
穫
作
業

は
終
了
し
た
。
金
井
氏
に
よ
る
と
、
1
日

の
平
均
収
穫
量
は
5
0
0
kg
だ
と
い
う
。

写真①

写真①

後
部
に
コ
ン
ベ
ア
で
運
ば
れ
た
莢
は
、

一
緒
に
刈
り
取
ら
れ
た
葉
と
こ
こ
で
分
け

ら
れ
る
（
写
真
⑥
）。
葉
は
フ
ァ
ン
で
外

に
送
ら
れ
る
。
写
真
⑦
は
作
業
カ
ゴ
に
エ

ダ
マ
メ
が
落
ち
て
い
る
と
こ
ろ
。

機
械
に
圃
場
の
環
境
を
合
わ
せ
る
と
い

う
制
約
が
あ
る
も
の
の
、
写
真
⑧
の
と
お

り
、
き
れ
い
に
莢
だ
け
を
収
穫
で
き
、
作

業
効
率
の
向
上
が
見
込
ま
れ
る
。

えだまめハーベスタGSH-3
希望小売価格　2,425,500円（税込み）
寸法／全長2900×全幅1000×全高1650㎜
重量／280㎏・エンジン／三菱GM182P
出力／6.0ps/4000r.p.m・変速方式／主変速：HST前後進
無段変速（副変速：2段付）・能率／3～5a/時
適応品種／主茎長25～50㎝、着莢位置10～50㎝、
分枝数3～5本（極早生は不可）・適応圃場条件／条間隔
80～90㎜、1畝1条植え、勾配3/100以下、倒伏角度30度以下

■（株）ミツワ
〒959-0112 新潟県西蒲原郡分水町大字熊ノ森1345
TEL：0256-98-6161 http://www.kk-mitsuwa.com/

写真⑥

写
真
⑧

写真⑦

「
カ
タ
ク
リ
枝
豆
組
合
」
は
、
J
A
柏

崎
西
山
支
店
下
山
田
倉
庫
内
に
作
業
所
を

持
ち
、
一
括
し
て
組
合
内
の
エ
ダ
マ
メ
調

製
作
業
を
行
っ
て
い
る
（
写
真
①
）。

ま
ず
脱
莢
済
み
の
エ
ダ
マ
メ
を
写
真
②

の
自
動
供
給
ホ
ッ
パ
ー
に
平
ら
に
入
れ

る
。
こ
の
機
械
に
よ
り
一
定
量
が
選
別
機

に
供
給
さ
れ
る
。
上
限
の
目
安
と
な
る
ラ
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莢
に
な
っ
た
エ
ダ
マ
メ
は
選
別
機
に
運

ば
れ
、
一
粒
、
未
成
熟
の
も
の
が
除
か
れ

る
。
そ
こ
か
ら
コ
ン
ベ
ア
に
運
ば
れ
た
も

の
を
、
人
の
目
で
最
終
的
に
選
別
す
る

（
写
真
③
）。
こ
こ
で
は
変
色
し
た
も
の
や

虫
食
い
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
。

続
い
て
洗
浄
。
金
井
氏
の
と
こ
ろ
で
は

2
槽
式
の
洗
濯
機
を
使
う
。

洗
浄
後
、
エ
ダ
マ
メ
を
洗
濯
用
ネ
ッ
ト

に
入
れ
脱
水
す
る
。
泥
は
き
れ
い
に
落
ち
、

莢
に
残
る
水
滴
が
日
の
光
を
反
射
さ
せ
、

エ
ダ
マ
メ
の
青
さ
が
引
き
立
っ
て
い
た
。

1
箱
5
㎏
に
な
る
よ
う
軽
量
し
、
発
泡

ス
チ
ロ
ー
ル
に
詰
め
込
む
（
写
真
④
）。

1
℃
〜
マ
イ
ナ
ス
1
℃
の
保
冷
倉
庫
で

予
冷
を
か
け
る
（
写
真
⑤
）。

A自動脱莢機KX-D1
希望小売価格　1,417,500円（税込み。単相100V型）
寸法／全長1470×全幅2360×全高1135㎜（作業時）
重量／265㎏・能率／莢180～270㎏/時

B枝豆選別機GS-4SP
希望小売価格　511,350円（税込み）
寸法（本体、コンベア別）／長さ1000×巾640×高さ775㎜
重量／135㎏・能率／150～270㎏/時

■（株）ミツワ　※前記参照

写真②写真③

写真②

写真③

写真④

写真⑤

写真④写真⑤

A

B

イ
ン
が
ホ
ッ
パ
ー
内
側
に
あ
る
。

③
は
選
別
機
に
近
づ
い
た
写
真
。
振
動

に
よ
っ
て
、
写
真
左
右
の
い
く
つ
も
あ
る

谷
間
で
未
成
熟
（
細
身
）
の
も
の
を
落
と

す
。
長
さ
が
短
い
一
粒
の
も
の
は
、
中
央

の
穴
に
落
ち
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。

人
の
目
で
し
っ
か
り
選
別
す
る
た
め
、

コ
ン
ベ
ア
が
追
加
さ
れ
て
い
る
（
写
真

④
）。
3
、
4
人
の
作
業
者
が
常
時
こ
の

作
業
を
行
っ
て
い
た
。

選
別
さ
れ
た
エ
ダ
マ
メ
は
「
全
自
動
え

だ
ま
め
洗
浄
脱
水
機
」
で
洗
浄
さ
れ
る
。

ブ
ラ
シ
を
使
わ
な
い
た
め
エ
ダ
マ
メ
を
傷

め
な
い
。
作
業
は
全
自
動
で
脱
水
ま
で
行

う
。
1
回
で
10
㎏
の
処
理
が
可
能
だ
。

⑤
の
写
真
は
「
枝
豆
定
量
袋
詰
機
」。

設
定
し
た
重
さ
の
エ
ダ
マ
メ
が
供
給
口
か

ら
排
出
さ
れ
る
（
写
真
は
テ
ス
ト
し
て
い

る
と
こ
ろ
）。

小
袋
詰
め
し
た
状
態
で
予
冷
を

か
け
、
随
時
出
荷
す
る
。

C枝豆定量袋詰機IB-3
希望小売価格　522,900円（税込み）
単相100V・能率／250ｇ：500袋/時、300ｇ：450袋/時、500ｇ：300袋/時

D全自動洗浄脱水機WD-1
希望小売価格　357,000円（税込み）
寸法／全長840×全幅625×全高780㎜・重量／55㎏
1回の処理量／最大10㎏・能率／120㎏/時

■（株）ミツワ　※前記参照

C D

分業・機械化で価値を高める 

収穫イノベーション 
新しいエダマメ収穫体系に学ぶ 
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長
野
原
秀
司
氏
だ
。
野
原
氏
は
、
山
形
の

生
産
者
の
エ
ダ
マ
メ
を
扱
っ
た
際
、
こ
の

方
法
を
思
い
つ
い
た
。「
今
の
消
費
者
は

5
0
0
g
が
4
0
0
円
に
割
り
引
か
れ
て

い
て
も
、
2
0
0
g
、
2
0
0
円
の
品
物

を
買
う
。
必
要
な
も
の
を
必
要
な
分
量
だ

け
買
い
た
い
、
極
端
に
言
え
ば
、
す
べ
て

の
食
料
品
が
計
り
売
り
さ
れ
る
こ
と
を
望

ん
で
い
る
」
と
野
原
氏
は
話
す
。
消
費
者

の
ニ
ー
ズ
が
そ
う
し
た
方
向
に
向
い
て
い

る
な
ら
、
箱
詰
め
出
荷
は
も
っ
て
こ
い
の

ア
イ
デ
ア
だ
。

計
り
売
り
の
意
見
を
「
関
東
地
区
昔
が

え
り
の
会
」
の
エ
ダ
マ
メ
が
店
頭
に
並
ぶ

京
急
ス
ト
ア
の
小
高
祐
一
氏
に
話
し
て
み

た
。
す
る
と
「
一
緒
に
送
ら
れ
て
く
る

『
昔
が
え
り
の
会
』
の
袋
は
、
枚
数
が
限

ら
れ
て
い
る
た
め
、
山
で
売
る
よ
り
袋
を

通
し
、
生
産
者
の
ブ
ラ
ン
ド
を
前
に
出
し

た
方
が
、
消
費
者
の
購
買
意
欲
を
誘
う
」

と
の
答
え
が
返
っ
て
き
た
。

実
際
、
夏
が
近
く
な
る
と
「『
今
年
は

茶
豆
や
ら
な
い
の
？
』
と
お
客
様
に
よ
く

聞
か
れ
る
」（
小
高
氏
）。

売
れ
行
き
も
1
日
1
箱
分
、
20
袋
程
度

と
上
々
だ
。

そ
こ
で
働
く
パ
ー
ト
に
袋
詰
め
の
手
間

を
聞
い
て
み
た
が
、「
そ
れ
程
で
は
な
い
」

と
の
答
え
が
返
っ
て
き
た
。
売
り
場
に
、

数
種
類
の
野
菜
が
カ
ッ
ト
、
セ
ッ
ト
に
な

っ
た
も
の
が
普
通
に
並
ぶ
今
日
で
は
、
さ

ほ
ど
労
力
を
要
す
る
こ
と
で
は
な
い
と
い

う
こ
と
だ
。

野
原
氏
、
小
高
氏
の
意
見
は
、
ど
ち
ら

も
消
費
者
の
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
捉
え
た
考

え
だ
。
大
切
な
の
は
、
そ
れ
に
応
え
る
た

め
に
関
係
者
が
連
携
し
役
割
を
分
担
（
今

回
の
ケ
ー
ス
で
は
マ
ー
ケ
ッ
ト
サ
イ
ド
が

ア
イ
デ
ア
を
出
し
、
手
間
を
受
け
持
っ
た
）

す
る
こ
と
だ
。

こ
の
動
き
は
、
生
産
者
を
生
産
に
集
中

さ
せ
、
良
質
の
も
の
が
安
定
的
に
売
り
場

に
並
ぶ
と
い
う
、
消
費
者
最
大
の
ニ
ー
ズ

を
満
た
す
結
果
に
つ
な
が
る
。

徳
永
氏
の
「
カ
タ
ク
リ
枝
豆
組
合
」
か

ら
エ
ダ
マ
メ
を
買
い
付
け
る
の
は
、
千
葉

県
京
北
ス
ー
パ
ー
柏
店
で
バ
イ
ヤ
ー
を
務

め
る
岩
渕
美
秋
氏
だ
。

岩
渕
氏
は
「
茶
豆
独
特
の
香
り
と
甘
み

に
フ
ァ
ン
は
多
い
が
、
近
県
に
茶
豆
の
生

産
者
が
少
な
い
」
と
、
遠
い
新
潟
か
ら
買

い
付
け
る
理
由
を
話
す
。

ど
の
作
物
も
鮮
度
は
命
だ
が
、
そ
の
中

で
も
エ
ダ
マ
メ
の
収
穫
は
、
適
期
が
3
日

と
言
わ
れ
る
生
も
の
だ
。

岩
渕
氏
は
次
の
よ
う
に
話
す
。「『
カ
タ

ク
リ
枝
豆
組
合
』
の
エ
ダ
マ
メ
は
、
収
穫

当
日
に
出
荷
さ
れ
る
の
で
、
翌
日
に
は
店

頭
に
並
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。
市
場
を
通

さ
な
い
分
、
早
く
消
費
者
に
提
供
で
き

る
」。こ

れ
は
、
ハ
ー
ベ
ス
タ
で
収
穫
し
た
エ

ダ
マ
メ
を
順
次
選
別
所
に
出
し
、
数
が
そ

ろ
い
次
第
出
荷
す
る
と
い
う
、
同
組
合
の

機
械
化
に
よ
る
効
率
的
な
体
系
が
あ
れ
ば

こ
そ
で
き
る
こ
と
だ
。

岩
渕
氏
は
今
後
の
組
合
へ
の
要
望
と
し

て
「
10
月
以
降
と
れ
る
品
種
（
黒
豆
系
）

を
や
っ
て
ほ
し
い
」
と
話
す
。

と
い
う
の
も
、
エ
ダ
マ
メ
は
今
や
「
年

間
商
品
の
地
位
を
確
立
」
し
て
い
る
か
ら

だ
。
9
月
、
北
端
の
青
森
で
収
穫
が
終
わ

る
と
静
岡
の
ハ
ウ
ス
に
移
る
が
、
食
味
は

「
露
地
に
比
べ
る
と
格
段
に
落
ち
る
」（
岩

渕
氏
）。

新
し
い
品
種
の
生
産
に
乗
り
出
す
と
い

う
こ
と
は
、
機
械
に
よ
る
体
系
を
ま
た
見

直
す
こ
と
に
な
る
が
、
す
べ
て
の
体
系
は

消
費
者
の
ニ
ー
ズ
か
ら
逆
算
し
、
作
り
上

げ
ら
れ
る
べ
き
も
の
だ
。

分業・機械化で価値を高める 

収穫イノベーション 
新しいエダマメ収穫体系に学ぶ 

作
年
の
エ
ダ
マ
メ
の
「
出
荷
量
は
4
万

9
千
9
百
t
で
、
前
年
産
に
比
べ
て
千
5

百
t
（
3
％
）
増
加
」
し
た
（
農
林
水
産

省
、
2
0
0
4
年
3
月
発
表
）。

エ
ダ
マ
メ
（
特
に
茶
豆
）
の
需
要
は
上

昇
傾
向
だ
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
生
産
・

流
通
の
一
連
の
体
系
（
連
携
と
い
う
べ
き

か
）
は
、
消
費
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た

め
に
、
変
化
、
適
応
す
べ
き
も
の
で
あ
り
、

逆
に
言
え
ば
、
消
費
者
か
ら
望
ま
れ
る
商

品
は
、
そ
の
体
系
を
発
展
さ
せ
る
可
能
性

を
持
つ
。

「
関
東
地
区
昔
が
え
り
の
会
」
に
発
泡

ス
チ
ロ
ー
ル
で
の
出
荷
を
提
案
し
た
の

は
、
東
京
青
果
㈱
の
個
性
園
芸
事
業
部
課

ア
イ
デ
ア
と
手
間
で
生
産
者
と
連
携

機
械
化
体
系
で
エ
ダ
マ
メ
の
鮮
度
保
つ

すべての体系は消費者の食卓から逆算し、考えられるべき

マーケットサイドが小袋詰めをする。調整作業の一部分担
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